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ご
卒
業
を
迎
え
ら
れ
た
第
五
十
二

回
生
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
お
子

様
が
立
派
に
成
長
さ
れ
、
今
日
の
日

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
日
に
至
る
ま
で
、
生
徒
た

ち
を
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
保

護
者
に
対
し
て
も
真
撃
な
態
度
で
接

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
全
教
職
員
の

皆
様
に
も
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三
年
前
の
春
、
ま
だ
あ
ど
け
な
さ

を
残
し
つ
つ
、
緊
張
の
面
持
ち
で
あ
り

な
が
ら
、
希
望
に
満
ち
た
表
情
で
仙

台
三
高
の
門
を
く
ぐ
っ
た
子
ど
も
た
ち

も
、
見
違
え
る
よ
う
に
還
し
さ
を
増

し
、
む
し
ろ
頼
も
し
い
と
も
言
え
る
ほ

ど
ま
で
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
ひ
と
え
に
、
一
生
懸
命
に
「
文
武
両

道
」
の
実
践
に
励
み
、
そ
の
中
で
挑

戦
と
挫
折
を
経
験
し
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
た
貴
重
な
「
答
え
」
に
裏
打
ち

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

一人
一
人
が
そ
の
「
答
え
」
か

ら
導
き
出
し
た
未
来
へ
向
か
っ
て
、
歩

ん
で
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
私
た
ち
保
護
者
も
、
た
く

さ
ん
の
足
跡
を
残
し
な
が
ら
歩
む

子

ど
も
と
共
に
、
迷
い
悩
み
励
ま
し
な

が
ら
（
時
に
は
励
ま
さ
れ
）
歩
ん
で

き
た
三
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
が
子
ど
も
た
ち
と
相
対
す
る
と

き
、
は
た
し
て
、
悩
ん
で
で
き
る
「
縦

じ
わ
」
よ
り
、
笑
っ
て
で
き
る
「
横
じ
わ
」

を
ど
れ
だ
け
向
け
て
あ
げ
る
こ
と
が

出
来
た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
自
問
自

答
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
も

子
ど
も
た
ち
を
懸
命
に
育
て
、
彼
ら

浅
野

の
足
跡
を
残
す
手
助
け
を
幾
度
と
な

く
し
て
き
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

こ
の
三
年
間
で
親
と

し
て
、
大
人
と
し
て
も
成
長
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
、
ま
さ
に
羽
ば
た
こ
う
と
す
る

子
ど
も
た
ち
の
人
生
は
、
こ
れ
か
ら
が

本
番
で
す
。
時
に
、
逃
げ
た
く
な
る

よ
う
な
困
難
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
時
に
は
、
今
日

一
緒
に
未
来
に
向
か
っ
て
門
を
後
に
す

る
「
仙
台
三
高
」
の
皆
、
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
で
頑
張
っ
て
い
る
乙
と
に
思
い

を
馳
せ
、
挫
け
ず
、
諦
め
ず
、
何
度

で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

心
の
持
ち
方
ひ
と
つ
で
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す。
気
持

（信
念
）
を
強
く
持
ち
ど
ん
な
時
も
視

線
を
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
と目
標

に
向
か
っ
て
羽
ば
た
き
続
け
れ
ば、

必

ず
や
道
は
拓
け
る
も
の
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
三
年
間
で
培
っ
た
経
験

と
友
情
を
糧
に
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

教
え
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
教
職
員
の
皆

さ
ま
、
陰
な
が
ら
支
え
て
い
た
だ
い
た

地
域
の
方

、々

そ
し
て
家
族
へ
の
感
謝

の
念
を
胸
に
、
次
な
る
階
段
を
一
歩一

歩
踏
み
し
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
保
護
者

の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
P
T
A

活
動
に

ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

三
年
間
で
結
ぼ
れ
た
「
幹
」
は
こ
の
先

も
続
い
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
な
お

一層
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校

阿
部

第
五
十
二
回
生
の
卒
業
を
祝
し

、京

第
五
十
二
回
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒

業
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
日

ま
で
お
子
様
の

成
長
を
見
守
っ
て
来
ら
れ
た
保
護
者

の
皆
様
に
改
め
て
お
慶
び
と
お
祝
い

を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に

、

こ
れ

ま
で
三
年
間
本
校
の
教
育
活
動
に
対

し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
卒
業
占、
・
保
護
者
の
皆
さ
ん

は
、
あ
の
歓
喜
に
飛
び
上
が
っ
た
合

格
発
表
の
日

、
そ
し
て
緊
張
に
張
り

詰
め
た
入
学
式
の
日

か
三

長
お

う
月
日

が
流
れ
た
こ
と
を
感
慨
深
く

振
り
返
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

私
は
、
皆
さ
ん
が
三
年
生
に
な
っ

て
か
ら
の
お
付
き

合
い
で
し
た
が

、

五
十
二
回
生
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

高

さ
を
十
分
感
じ
る
乙
と
が
出
来
ま
し

た
。
赴
任
し
で
早
々
の
四
月
の
歌
唱

指
導
で
は
、
わ
ず
か
七
人
の
応
援
団

幹
部
及
び
有
志
の
か
け
声
に
新
入
生

だ
け
で
な
く
私
ま
で
緊
張
し
、
初
め

の
二
、
三
日

は
駐
車
場
か
ら
玄
関
ま

で
の
足
取
り
が
自
然
と
速
く
な
り
ま

し
た
。
五
月
の
理
数
科
の
日
に
は
、

台
湾
や
校
外
か
ら
の
来
場
者
相
手
に

長

研
究
の
成
果
を
堂
々
と
説
明
す
る
姿

に
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。
六
月
に
は

高
校
総
体
が
あ
り
ま
し
た
。
日
々
の

練
習
時
間
は
決
し
て
長
く
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
部
が
勝
ち
進

み
東
北
大
会
・
全
国
大
会
に
駒
を
進

め
る
姿
に
高
い
レ
ベ
ル
の
真
の
文
武

両
道
を
見
ま
し
た
。
七
月
の
前
期
体

育
大
会
で
は

、

三
年
生
だ
け
に
許
さ

れ
た
海
外
サ
ッ
カ
ー
チ
！
ム
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
誇
ら
し
げ
に
歩
く

姿
と
全
八
種
目
中
七
種
目
で
三
年
生

が
優
勝
し

、

総
合
も
第
一
位
か
ら
第

三
位
ま
で
を
独
占
す
る
と
い
う
圧
倒

的
治
強
さ
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

八
月
に
入
る
と
、
七
月
の
は
し
ゃ
ぎ

振
り
が
嘘
の
よ
う
に
模
擬
試
験
や
課

外
講
習
に
目

の
色
を
変
え
て
取
り
組

む
姿
に
頼
も
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

。

九
月
の
三
高
祭

と
十
月

の
後
期
体
育
大
会
で
は
、
受

験
砂
漠
の
中
の
オ
ア
シ
ス
を
は
ち
切

れ
ん
ば
か
り
に
楽
し
む
皆
さ
ん
が
愛

お
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
十
一
月

に
は
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
で
来
場

者
に
三
高
の
研
究
水
準
の
高
さ
を
再

び
見
せ
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
十

二

月
に
入
る
と
、
そ
の
顔
つ
き
が
一
段

と
濠
々
し
さ
を
増
し
休
日
も
学
校
で

黙
々
と
受
験
勉
強
に
励
む
皆
さ
ん
に

心
の
中
で
エ
1

ル
を
送
ら
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
月
の
セ
ン

タ
ー
試
験
に
臨
む
表
情
は
自
信
に
満

ち
た
爽
や
か
な
も
の
さ
え
感
じ
さ
せ

ま
し
た
。
そ
し
て
、

二
月
に
入
つ
で

も
な
お
真
撃
に
努
力
す
る
姿
は
チ
ー

ム
仙
台
三
高
の
底
力
を
見
せ
つ
け
て

い
ま
す
。

さ
て
、
江
戸
初
期
の
剣
豪
、
宮
本

せ
ん
じ

つ

武
蔵
は
、
「
千
日
の
稽
古
を
鍛
と
し

ま

ん
じ

っ

万
日
の
稽
古
を
錬
と
す
」
と
い
う
言

葉
を
残
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
意
味

は
、
「
一
つ
の
技
を
完
全
に
自
分
の

も
の
に
す
る
に
は
、
ひ
た
す
ら
毎
日

繰
り
返
し
稽
古
に
励
む
し
か
道
は
な

い
と
い
う
こ
と
」
で
、
「
鍛
錬
」
と

い
う
言
葉
の
語
源
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
千
日
と
言
え
ば
約
三
年
間
、
高

校
生
活
の
期
間
と
ほ
ぼ
一
緒
で
す
。

ま
た
、
「
石
の
上
に
も
三
年
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
。
最
初
の

三
年
間
が
勝
負
で
す
。
次
の
ス
テ
ー

ジ
に
行
っ
て
も
、
ま
ず
は
三
年
、
一

心
不
乱
に
目
の
前
の
こ
と
に
打
ち
込

む
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
う

い
う
人
だ
か
ら
こ
そ
掴
め
る
も
の
が

見
つ
か
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
う
い
う

人
だ
か
ら
こ
そ
持
て
る
プ
ラ
イ
ド
が

芽
生
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

世
の
中
は
、
ま
す
ま
す
変
化
が
大

き
く
、
そ
し
て
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
も

速
く
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
大

活
躍
さ
れ
、
母
校
の
名
を
さ
ら
に
高

め
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
贈
る

言
葉
と
し
ま
す
。
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平成28年 7 月 7 日（木）、 8 日（金）の 2 日間、第65回東北地区高等学校P
T A連合会仙台大会が仙台市内の 2箇所在会場と して開催されました。
7 日は、「被災地は今」と題して 5年経過した被災地を巡る研修視察パス

ツアーと、その夜は江陽グランドホテルにおいて’情報交換会が行われまし
た。残念ながら私は、 7 日の研修視察と情報交換会には参加することがで
きませんでした。参加された方々が、今の宮城県の復興の様子を見てどん
な事を感じられたのか、情報交換会では他の地域の被災地の現状や取り組
みなどを伺ったり、その他P T A活動についてお聞きし、 P T Aの一員と
して持つべき心構え等を学ぶチャンスを逃した事は大変残念でした。
翌 8 日の本大会は、仙台サンプラザを会場として、高橋仁教育長老始めと

する多くの来賓の皆様をお迎えして開催されました。基調講演では、宮城教
育大学の田端健人教授により「地方創世の主役となる子ども達を守り育て
るために」と題して、東日本大震災の被害や学校災害老教訓とする取り組み
などの紹介をしていただきました。田端教授は講話の中で、乙ども達は地方
創世のかけがえのない主役で、大人はその子ども達を守り育てる必要があ
り、そして全ての世代がお互いを尊重し、それぞれの立場で活躍することの
大切さを強く語られました。乙の事は、最近起こる自然災害、様々な凶悪犯
罪に対しても同じ事が言えると思いました。
研究協議では、「子ども達の夢を応

援する P T A活動」について各県の
取り組みが紹介されました。どの内
容に対しても活発な意見交換がなさ
れていました。その様子を拝見し、各 町’
校P T Aが連携していくことの大切
さを学びました。

今年度の P T A全体研修会は、ファイナンシャルプランナーの首藤寛之先
生をお招き して「進学マネー～今から始める教育準備術～」という表題で、進
学の為に必要な資金についての講義をして頂きました。
首藤先生は石巻市のご出身で、ご自身が体験された事を織り交ぜながら、

進学に必要な資金や、どうやって準備していくかを、私達が分かりやすいよ
うにお話下さいました。
まずは「大学に合格してから卒業するまで、いくらかかると思いますか？」
と首藤先生から質問があり、参加された父母、先生方は頭をフル回転させて
計算しました。首藤先生の答えに近い方、はるか遠い方それぞれでしたが、一
人の子どもを幼稚園から私大を卒業させるまで一千万円の資金がかかるそ
うです。そう簡単に出せる金額ではなく、乙れが県外であったり、工学部や医
学部などはもっとかかってくる事が分かると、会場全体からため息が聞とえ
てきま した。 しかし、首藤先生はニコニコとお話を続けます。「大丈夫です、こ
れから私の話す事を、よーく聞いて下さい！ J と私たちのため息が安堵に変
わるようなポイントを一つずつ教えて下さいました。
進学資金の確保には、卒業までの明確な金額と、納付する期日を知る事、資

金確保の手段や戦略を立てる事が必要だそうです。
そして一番大切なポイントは、よく子供
と話をする事、子供が本当にやりたい事を
よく聞いてほしいとのことでした。更に子
供にはきちんと大学費用を知らせる事も
必要だそうです。
子供の可能性を信じ、私達親は しっかり

子供と向き合うこ とが大切です。今回、進
学マネーを計画的に準備していける術を
学び、大変有意義な時聞を過ごせました。

三高思い出あれ之れ

団u：闘管

平成28年度全国高等学校P T A連合会大会が 8 月 25 日、 26日の二日聞
に渡り千葉県幕張メッセにて開催されました。
今回のテーマは「再発見 ！ 愛」今乙そ信じよう愛の粋です。
開会式では、千葉県知事、森田健作氏のご挨拶があり「人は必要とされて

生まれてくるのです。元気がいい事、スポーツが出来る事、勉強が出来る
事、それぞれの個性を生かし伸ばしていくのが千葉県なのです。」という熱
いお話でした。
そして特に印象的だった講演が、千葉敬愛短期大学学長、明石要一氏の

「高校生の自立を支援する P T A活動の在り方」というテーマでした。
現代の親子のかかわりの変化として「ままごと」が変化してきた事、夫婦
共働き家庭が多い事で、お料理をするお母さんのシーンがままごとから消
え配膳遊びが主流になってきている事、地域の繋がりが少なくなり地域対
抗リレーが消えつつある事、大人化したスケジ、ュールがゆえに忙しい高校
生が増え、特に男子は元気がなくなっている、対策としては女子が男子に
役目を与え褒めることで学校行事等のイベントで輝かしい成果が出た実
例がある事などをユーモアたっぷりにお話いただきました。大人の日々の
暮らしもダイレクトに子供に伝わっていく事を教えられ、もっと自分自身
もしっかり親と しての姿を見せなければと
反省しました。 l仇
文「晩酌文化の復活を」については、親が晩

酌しながらの会話の中で、繰り返し子供に話
しかけても子供はそれを受け流す練習とな
り将来役立つという楽しい内容でした。
千葉大会では「繋がり Jの重要性を考えさ

せられました。今後の P T A の活動にも、ぜ
ひ活かしていきたいと思います。
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1 1月 1 1 日（金）、仙台福祉プラザにて、平成28年度宮城県高等学校P TA 
連合会仙塩支部研修会が開催されました。今年度は本校が支部会長校であ
るため、主幹となって企画運営を行い、浅野会長老始め35名の役員と一般
会員が参加しました。
開催行事の後、泉高校、仙台青陵中等教育学校より P T A活動について

話題提供していただき、研究協議が行われました。両校とも活動に工夫を
凝らしており、大変参考になる協議でした。
次に、『夢～無限大』という演題で、参議院議員であり元プロ野球選手の

石井浩郎氏と 3校（仙台南高校、仙台高校、仙台三高）の P T A会長による
記念対談が行われま した。
石井氏がいかに野球と学業を両立させ、早稲田大学に進学されるに至っ
たかというお話は、部活動に打ち込む子供を持つ親達にとって、とても心
強い励ましとなりました。
また、プロ野球選手時代のエピソードも随所に盛り込まれ、かつて野球

少年だった（？）多くの参加者の興味と笑いを誘っていました。
国会議員というお立場で「もっとス
ポーツで夢を持てる固にしたいj と熱
く語られていた姿勢がとても印象的
でした。
石井氏の国会スケジ、ュールにより 、

約30分遅れで始まった対談でしたが、
最後は会場からの大きな拍手で締め
くくられ、とても楽しく充実した研修
会となりました。

仙台三高教諭佐藤

私は三高理数科が 1 クラスだった最後の年の生徒でした。当時の理数科は隔離されているか
のように日当たりの悪い別棟に教室があり、そこで 3 年過ごしました。別棟の前に理数科専用
の昧のある便所がありまして尚志庵も階段を降りてすぐにあったので普通科の生徒と会うこと
はほとんどありませんでした。学校行事の際に見たこともない異色のクラスが異常に盛り上が
りそれを冷めた目で見ているということが多かったのを覚えています。今でも理数科は伝統を
引き継いでいるのを見て懐かしく思いました。理数科はそうでなくてはいけません。何せ“普通”
ではないのですから。ちなみに私は今、社会科の教諭をやっています。理数科の授業で覚えて
いることは… 「山月記J の虎に国語の先生が似ていたこと、地理の授業で「お前は草野球の
キャッチャーだなJ と深いダジ’ャレを言われたこと、担任の先生が学生時代に隣の部屋の麻雀
の音がうるさいので注意していたら麻雀を覚えてしまったというウソのような話。授業の内容
は覚えていないけど先生の人柄はよく覚えているものだなとあらためて思いました。



私は仙台三高での三年間で得た経験は、
他校では決して得ることが叶わなかっただ
ろうと感じます。理数科の仲間は個性的な
面々で、その独創的な発想には何度も驚か
されました。 S s H活動では、興味ある分
野を開拓し、将来の目標を得ることができ
ました。これらの経験が得られた高校生活
は、大きな意義のあるものと思います。

佐藤駿介

学校生活では、勉強とは一見関係のない
活動も多くありました。しかし、部活動や
課題研究、学校行事などは、苦労とともに
それに見合った充実感がありました。そこ
で得た経験や考え方が必ず人生のどこかで
役立ちます。勉強以外の活動は決して無駄
ではなかったと思っています。

千葉 汀

部活や勉強を通して自分を見つめ直すこ
との多い三年間だった。よく頭を悩ませて
は、結局やれることをやるしかないと割り
切った。
度々言われてきた「三高生の自覚ある行

動J を果たせたかどうかは分からないが、
ただ、今はやり切ったことに満足するばか
りである。
この三年間で関った全ての人に感謝した

いと思う。
佐藤拓実

厳しい歌唱指導に涙を流した白からもう
3 年。 4 組は明るく楽しいクラスで体育祭
で総合優勝することもできました。文武両
道という厚い壁に阻まれでもクラスみんな
で乗り越えてきました。これからの行き先
は違えど、この素晴らしい仲間と過ごした
日々は変わりません。培ってきた三高魂で
どんな壁も乗り越えて行きます。

塚本遥平



.... 

仙台三高で過ごした三年間は毎日が充実
していてあっというまに過ぎてしまったよ
うに感じます。部活と勉強の両立や係活動
など、大変なことはたくさんありましたが、
それらの一つ一つがいい思い出になりまし
た。三高で得た貴重な三年間の経験を活か
して飛躍できるようにこの先も頑張ってい
きたいです。

渡遺直樹

私たち三年六組は、正直体育祭では弱く、
成績も文系ピりですが、一番居心地のいい
クラスです。もめごとはほとんどなく、男
女の仲もいいです。ただ無駄に地元アピー
ルをする人が多いです（笑）。富谷が「市J
になったことやガッキーの恋ダンスで盛り
上がれる平和で明るい六組はとても楽し
かったです。みんなありがとう。

灰野彩夏

高校生活最後の一年、三年七組で過ごし
た時間はとても有意義なものでした。一致
団結して取り組んだ学校行事では体育祭総
合三位、文化祭クラスパフォーマンス一位
と、心に残る思い出がたくさん作れました。
受験勉強も互いを励ましながら最後までや
りきれたと思います。三高で得た経験を糧
にして、今後も頑張りたいです。

大信田正陽

私達三年八組は野球部監督の佐々木久善
先生率いる下、綱引き大会優勝、体育大会
総合二位などと、多くの成績を残してきま
した。また、英語の平均点も抜群に高く、
まさに文武両道なクラスです。「受験じゃ
ない年にこのクラスになりたかった。」と
皆ロを揃えて言うほど楽しく、高校最後の
クラスが八組で本当に良かったです！！

佐々木理子



vol.30 
仙台三窟PTA会報

201 7 .3.1 ( 6 ) 



仙台三窟P T A会報
vol.30 ( 7) 2017.3.1 

ア
モ
l

レ
三
高

今
年
は
三
高
に
浮
気
し
て
・

三
高
祭
実
行
委
員
長
棲
井
優
真

ア
モ
！
レ
三
高
1

今
年
は
三
高
に

浮
気
し
て
・
1

と
い
う
テ
l

マ
の
も

と
で
、
今
年
の
三
高
祭
は
始
動
し
ま

し
た
。

こ
の
テ
l

マ
に
は

、

他
校
の

文
化
祭
よ
り
も
三
高
祭
に
来
て
、
三

高
の
魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。
そ
の

テ
l

マ
の
実
現
の
た
め
、
今
年
は
仙

台
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
で
P
R

行
進
を

行
い
ま
し

た
。
多
く
の
商
店
街
の

人
々
や
、
参
加
し

て
く
れ
た
生
徒
の

協
力
で
P
R

行
進
を
行
う
こ
と
が
で

き
、

P
R

行
進
の
効
果
も
あ
っ
て
か

例
年
よ
り
も
多
く
の
方
々
に

三
高
祭

に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、

今
年
は
数
年
ぶ
り
に
、
フ
ァ
イ

ヤ
！
ス
ト

ー
ム
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

例
年
と

違
い

、

外
で
火
を
囲
ん
で
行

な
う
ス
ト
ー
ム
は
例
年
以
上
に
盛
り

上
が
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

各
部
活
、
ク
ラ
ス
の
出
店
、
ク

ラ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
中
夜
祭
な

ど
、
ど

れ
も
例
年
以
上

の
も
の
に

な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

乙
の
今
年
の
三
高
祭
が
、
三
高
生

は
も
ち
ろ
ん
、
先
生
方
、
保
護
者
の

方
々
、
地
域
の
方
々
な
ど
三
高
祭
に

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
人
に

と
っ
て
、

三
高
を
よ
り
好
き
に

、

つ

ま
り

H

ア
モ
l

レ
H
に
な
る
機
会
と

な
っ
た
な
ら
ば
、
私
た
ち
文
化
祭
実

行
委
員
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
喜
び

は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
三
高
祭
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
人
の

お
か
げ
で

、

今
年
の
三
高
祭
も
大
成

功
し
ま
し

た
。

ご
協
力
、
さ
ら
に

三

高
祭
を
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本安今＋ ζ召予讐（lf挙前 ＋ボ讐’李主食干干 ο学年）
第 1 学年校外研修 （10 / 25 ・火曜日）

主な行き先 f T 程

1 組松島方面 奥松島（刺し網漁）→キリンビアポート（昼食）→うみの杜水族館

2 組 ］山形方面 上山チェリーランド（ラフランス狩り）→焼き肉くろぬま→山寺・作並

3 組 山形方面 リナワールド（体験学習含む）→ピザ（体験学習）

4 組 ；山形方面 上山チェリーランド（ブドウ狩り）→昼食（各自）→リナワールド

5組仙台方面 うみの杜水族館→杜のアグリ工（昼食）→みちのく杜の湖畔公園

6 組 仙台方面 八木山べ二一ランド→キリンビアポート（昼食）→うみの杜水族館

7 組 福島方面 耶麻郡北塩原村（曽原湖）→バーベキュー

8 組 仙台方面 うみの杜水族館→杜の市場（昼食）→コロナワール ド
秋保森林スポーツ公園にて

東大赤門前にて

2 ・金曜日）
f寸 程

仙台駅新幹線出発一一上野着一一クラス別研修
（東京ドームシティ 、 アメ横、 浅草周辺）

1 日目
一一大学体感プログラム 一一ホテル着

東京大学構内見学 － 夕食
¥ 

－ クラス写真撮影 • 0 B による講演

－ 入浴 ・ 就寝

朝食 ・ 移動開始一一班別研修一一上野駅集合 ・ 出発一一仙台駅着
2 日目 － 東京近郊

－ 大学研究室 ・ 企業など

修学旅行 （12 / 1 ・木曜日、第 2 学年
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「
宝
物
に
な
っ
た
三
年
間
」

第
三
学
年
委
員
長
長
岡
せ
い
子

臼
回
生
な
ら
び
に
保
護
者

の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
年
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
入
学
時
に

は
、
ま
だ
幼
さ
も
感
じ
ら
れ
た
の
が
還
し
く
成
長
し

た
姿
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

私
も
、
入
学
と
同
時
に
P
T
A

活
動
に
携
わ
る
こ

と
に
な
り
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

子
供
達
と
一
緒
で
す
ね
。
子
供
達
は
勉
強
、
部
活
、

そ
し
て
高
校
生
の
今
だ
か
ら
出
来
る
乙
と
に
夢
中
に

な
り
、
楽
し
み
学
ぶ
時
聞
を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

三
高
で
の
三
年
間
は
、
息
子
に
と
っ
て
も
私
に
と
っ

て
も
、
人
、
時
間
が
宝
物
で
す
。

子
供
達
が
還
し
く
成
長
で
き
た
の
も
、
先
生
方
の

溢
れ
る
情
熱
と
愛
情
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
か
ら
は
、
新
し
い
人
生
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

の
で
す
が
、
三
高
で
の
三
年
間
が
役
立
ち
、
心
の
支

え
に
な
る
の
は
、
間
違
い
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
Q

新
し
い
目
標
へ
は
、
「
夢
は
薬
、
諦
め
は
毒
」
の
精

神
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
行
っ
て
欲
し
い
の
で

す
。
三
高
の
卒
業
生
に
は
「
心
に
遣
し
い
筋
肉
」
が
、

つ
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

三
高
卒
業
生
の
人
生
が
、
素
晴
ら
し
く
輝
く
こ
と

を
信
じ
て
、
い
つ
ま
で
も
応
援
し
続
け
て
行
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
役
員
活
動
に
ど
理
解
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
、
職
員
、
保
護
者
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

委
員
の
皆
様
に
は
、
助
け
支
え
て
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
生
の
宝
物
で
す
。

「
謝
意
」

学
年
主
任

伊
東

秀
輝

五
十
二
回
生
の
保
護
者
の

皆
様
、
お
子
様
方
の
ご
卒
業

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
乙
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
三
年
間
の
教
育
活

動
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

入
学
時
に
は
ま
だ
ま
だ
幼
さ
が
残
る
生
徒
た
ち

に
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
「

三
高
生
」
に
早
く
な
り
な

さ
い
と
語
り
か
け
て
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
「
三

高
生
」
に
な
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
分
か

ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
々
の
学
習
、

部
活
動
、
生
徒
会
活
動
等
に
全
力
で
向
き
合
う
中
で

自
然
と
「
三
高
生
」
に
な
っ
て
い
き
、
乙
の
三
年
で

す
っ
か
り
還
し
く
な
り
ま
し
た
。

「
む
す
こ
が
た
ど
た
ど
し
い
手
つ
き
で
／
新
し

い
カ
ミ
ソ
リ
を
使
っ
て
い
る
／
初
め
て
お
と
な
に
変

装
す
る
の
で
／
儀
式
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
両
肘
を

張
っ
て
／
気
む
ず
か
し
く
脇
目
も
ふ
り
ま
せ
ん
／
乙

め
か
み
に
小
鳥
の
舌
ほ
ど
の
血
が
／
拭
い
て
も
拭

い
て
も
垂
れ
る
の
で
／
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
て

い
ま
す
／
彼
の
内
部
で
何
が
傷
つ
い
た
の
で
し
ょ
う

／
は
だ
か
の
背
が
皮
の
む
け
た
樹
の
幹
み
た
い
に

／
ま
ぶ
し
く
濡
れ
て
い
ま
す
／
む
す
こ
に
は
聞
と
え

な
い
よ
う
で
す
が
／
そ
の
若
い
幹
の
あ
た
り
で
／
小

鳥
た
ち
が
い
っ
せ
い
に
さ
え
ず
っ
て
い
ま
す
／
彼

に
は
見
え
な
い
よ
う
で
す
が
／
鏡
の
中
で
は
潮
が
う

ね
っ
て
い
ま
す
」
（
安
西
均
「
新
し
い
刃
」
）

五
十
二
回
生
は
こ
の
学
び
舎
を
巣
立
ち
、
自
力
で

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
保
護

者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
厳
し

く
も
温
か
い
目
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
五
十
二
回
生
の
よ
り

一層
の
活
躍
と

保
護
者
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

平成28~慶尚志2表彰
功労賞 （46 名）

渋谷悠太
穀田篤志
長南百香
島津叡作
蜂谷瑞希
桐生飛鳥
松山 新
杉野聖
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徳田千紘
佐々木太一
遠藤大河
吉田 淘
須藤妃奈
平閤啓太郎
佐々木隼

汀
基
巧
央
輝
澄
空

主
奈
蒼
理
青

葉
遣
田
沼
田
藤
藤

千
渡
池
新
武
遠
伊

佐藤拓実
灰野彩夏
紺野敦志
向田拓巳
羽田野竜平
大橋凪
青木雄一
安達実成

橋本悠依奈
樫井優真
佐藤華依
中山貴史
金子萌々花
飯津麻理乃
土屋 玄
佐藤駿介

黒川直樹
石田健人
小野寺海里
鈴木日向子
渋谷知朗
菊池青空
内構友理
中田絵梨佳

功績賞 （ 3 名）

小山 薫
平成26 ・ 27年度インターハイ出場（ 1 ・ 2 年）

門口尚広
世界最大の科学コンテスト「インテル国際学生科学技術フェアJ にお

いて日本代表として派遣され，優秀賞3等を受賞した

岩間公希
アジア地域における中高生のアイデアコンテスト”Global Link 加gapore’に
おいて口頭部門BestPresentation Awardを護得した。

3 年間皆勤 （34名）

根井真il.＇子
早坂江利果

7組鈴木健矢

平間啓太郎

泉屋咲月

橋本希美

8組遠藤舜介

小山 薫

工藤優里奈

千葉理瑚

本多杏佳

4組石垣雅生

小池優平

佐藤亮太

高橋優輝

吉岡里奈

5組高橋 充

戸嶋瑛大

6組浅見莱那

犬飼真子

高橋明日香

中田絵梨佳

平成お年度皆勤賞受賞者
1組黒川直樹

庄子水渡
関 竜玖

藤原 蓮

徳田千紘

2組青木雄一

郷古麟太郎

3組桐生飛鳥

木暮聖成

芳賀健一郎

米谷知樹

立花琴梨

PT A会員の皆様、いつも広報活動に

ご協力を賜りありがとうございます。 三
年生が卒業を迎えるとの時期に春色の後

期広報誌をお届けします。本昔、は、皆様

に「仙台三高生の頑張りと輝ぎ」を感じ
ていただけるよう願いを込めて 16 名の

広報委員が全力で作成いたしました。新

しい春に向かつてキラキラ輝く三高生と
保護者の皆様へのメッセージが散りばめ

られております。どうぞご覧ください。

最後になりますが、ご寄稿を賜りまし

た先生方はじめ関係者の皆様に心より御

礼申し上げます。
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